
【事業実績】 

（１）東北の各地域における民話伝承活動の事例調査・研修会事例報告冊子作成 

 ①研修会活動報告冊子製作 

■刊行日 令和３年３月２５日（水） 

■部 数 ２００部 

■内 容 昨年度，同事業内で実施した３つの研修会・実演会の音声を文字起こしした記録。 

     掲載した研修会・実演会は以下の通り 

    ⅰ．民話伝承に関わる活動が盛んな地域での研修会Ⅰ 

令和元年７月１７日（水）実施。実演者・新庄民話の会の語り部４名。 

ⅱ．民話伝承に関わる活動が盛んな地域での研修会Ⅱ 

令和元年９月２６日（木）実施。東成瀬昔っこの会の語り部５名，参加団体より６名。 

ⅲ．「民話実演会 民話が語られた風景」 第二部 

令和２年１月１９日（日）実施。実演者：みやぎ民話の会顧問（※聞き手），新庄民話の

会会員２名，宮城県丸森ざっと昔話の会会員１名，同秋保語りの会会員１名，同利府民

話の会会員１名（※岩手県の民話）。 

■配布先 宮城県内を中心とした東北地方の民話団体，図書館，大学付属図書館，博物館 

 

＜民話冊子表紙・裏表紙＞ 

  ■効 果 当初，各地の民話団体同士の交流や，大学生など次世代への民話伝承に対する関心を高

める取り組みへの発展を期待しての刊行であった。コロナ禍を受けて事業展開は見直

しを必要とされたが，今後，同様の活動の一助となることを期待する。 

（２）地域のこどもたちを対象とした民話伝承事業 

①こどもたちのための民話実演会 「民話にふれよう」  

■日 時 令和２年１０月３日（土）１３：３０～１４：３０ 

■会 場 東北歴史博物館 今野家住宅 

■内 容 地域の民話団体会員が，古民家で東北地方に伝わるこども向けの民話を披露した。 

■実演者 利府民話の会会員，多賀城民話の会会員 

 ※当日は新型コロナウイルス感染症流行をうけ，会場 

定員を３０名とし，実演者はフェイスシールド着用，喚 

起や消毒などの対策を行いながら実施したが，会場を埋 

める参加があり，なかでも最後まで熱心に民話に聞き入 

る小学生の姿が印象的であった。 

 ＜実演会のようす＞ 



②小学生の民話語り手体験教室 「民話を語ろう」  

■実施日 第一回 １０月２５日（日）１３：３０～１６：００ 民話を感じよう 

       第二回 １１月１日（日）１３：３０～１６：００ 民話をおぼえよう 

       第三回 １１月８日（日） ８：００～１８：００ 民話のふるさとへ行こう 

       第四回 １１月１５日（日）１０：００～１６：００ みんなの前で語ろう 

■会 場 東北歴史博物館，岩手県遠野市（※③） 

■内 容  一般募集した小学生の民話語り手体験生が全４回の練習で東北地方に伝わる民話を覚

え，語る体験をした。練習では，民話伝承がそうであったようにテキスト資料は一切使わず，

口から耳へと民話を伝えることを重視した。最終回では一般来館者も入場可能な発表会で民話

を披露した。また，第三回では民話のふるさと岩手県遠野市での見学会も行った。（※③） 

■講 師 利府民話の会会員４名 

■参加者 １２名（対象：県内の小学生，感染症流行により定員削減），発表会来場者：７２名 

   
    ＜練習風景＞         ＜発表会風景＞        ＜体験生募集チラシ＞ 

③現地見学会 「民話のふるさとに行こう」  

■日 時 令和元年１１月１０日（日）８：００～１８：００（※（２）②第三回として実施） 

■会 場 岩手県遠野市 かっぱ淵，遠野ふるさと村 

■内 容 小学生の民話語り手体験生とともに岩手県遠野市を訪 

れ，体験でも取り上げる民話が生まれた土地の風景に 

接した。また，現地で実際に民話語りを聞いた。 

■実演者 遠野昔話語り部の会語り部１名 

■参加者 ２０名（②「民話を語ろう」体験生，利府民話の会 

会員，東北歴史博物館職員）             ＜語り部の民話を聞く様子＞ 

■参加者の感想（※体験生から講師への手紙，及び保護者アンケートから一部抜粋） 

○先生ぼくに，たくさんの民話を教えてくださりありがとうございます。そして，そのたくさんの

民話には，ぼくのすきなふしぎな話もあったし，おかしい話があれば，ちょっとこわい話もあり，

それらを，やさしく教えたり，ちょっときびしく教えてくださったのですぐにおぼえることができ

たのですごくうれしかったです。…（中略）また，民話を語ろうにさんかしたいです！（５年生） 

○ 先生，先日は民話を教えていただきありがとうございました。…（中略）先生から，指導して

いただいたおかげで，今は，とても上達しています！！そして，もっとみんなに民話を知ってもら

いたいです。そのため学校でぜひ語ってもらいたいです。みんな喜ぶと思います。来年も民話の会

に参加したいと思っておりますのでどうぞこれからもよろしくおねがいいたします。（５年生） 

  ○…（前略）自分なりに先生から語っていただいた民話を頭の中で，どうまとめて，どんな風に語

ったらよいかを考えることができるようになった！とうれしそうに話してくれました。以前は，人

前で話すことはすごくハードルの高いことでしたが，今は学校でも発表する気秋が増えたようです。

娘にとって実りの多き時間だったと思っております。（後略）…（３・６年生保護者） 


